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ま　え　が　き

本報告書は平成15年2月23日から3月5日までバングラデシュ国において､海外農業

開発事前調査として実施した｢北西部港渡施設リハビリ計画｣の調査結果を取りまとめた

ものである｡

バングラデシュは人口123,151千人､国土面積144.8千km2ある｡当該国における土地

利用は耕作面積が813万ha (56%)を占め､農業部門の国内総生産は(GDP)の32%を担

い､農業就業人口は労働人口の全体の62%(3,600万人)に達しており､国内で最も重要な産

業である｡

調査対象地域はインドの国境に近いバングラデシュ北西部に位置し､当該国の中では比

較的冠水被害が少なく､乾期は降雨が少ないが農業の多様化に適した地域である｡農業は

雨期には天水による稲作が行われているが､乾期には港概なしに稲作の植え付けが不可能

であり､畑作においても減収が厳しい地域である｡

本地域では1960年代に南北に流れる諸河川に､ポンプによる港概施設(Low Li氏Pump

scheme)が建設され､港概農業が行われている｡しかし､近年ポンプ施設の老朽化が進み､

①ポンプ､トランスの損傷(消耗)の増加､ ②ポンプ修理用部品の枯渇､などによりポン

プの稼働率が急激に低下し､乾期の作付けが放棄されている｡更には1998年の洪水により､

①取水口での堆砂､ ②河床変動によりミオ筋が吸込み口より遠方に移動するなど取水に問

題が生じており､ポンプ駆動に障害を与えている｡

このような澄渡施設･農業環境から､近年港概ができない耕地が増えており､この地域

の農業生産や経済にとって大きな問題が生じている｡このため土地･水資源を有効に利用

し､農業の生産性の向上､農民の生活改善､雇用機会の創出の目的から,これらの港概

施設(取水口､用水機場､幹線水路)のリハビリ事業計画が緊急課題となっている｡本調

査では､この地域の港概施設リハビリ計画の妥当性と適切な改善計画を立案するための事

前調査を行ったものである｡

最後に､今回のプロジェクトファインディング調査に､ご指導､ご協力いただいた､在

バングラデシュ日本大使館､ JICAダッカ事務所､バングラデシュ国政府機関の方々に深甚

なる謝意を表する次第です｡

平成5年3月20日

ADCA　海外農業開発事業事前調査団

農業･港概計画　　進藤　澄雄



調査対象地域位置図



Dhaka州の稲作

Bogra O/M Division BWDBでの打ち合わせ(Bogra)

Tube well pumpによる地下水灌漑(Bogra) (2)

Tangail州の稲作

TubeWellpumpによる地下水潅漑（Bogra）（1）

Pump施設の老朽化･機能診断調査

(Dinajpuur Block4)



水を待つ幹線水路(Block 3)

春作を放棄している農地(Block3)

川から取水するサクションパイプ(2)

(前方に土砂が堆積している取水口:Block 3)

吐出水槽(Block3)

川から取水するサクションパイプ（l）
（前方に土砂が堆積している取水口：Block3）

配電盤の一部がが損傷している機場（Block　3）



損傷しているモーター（Block4）

消失しているモーター(Block4)

維持管理に支障をきたしている狭いポンプ室(block4)

損傷している管理人ハウス(Block4)

一部消失しているサクションパイプ(Block4) 渇水期の河川流況(Atrai River:Block 4)



河川から取水するサクションパイプ(Block4)

吐出水槽と水路(Block4)

機能停止の変圧器(Block 4)

取水口と河川流況(Block4)

護岸ブロック構造(Block4)

水を待つ幹線水路(Block4)



土砂が積もっている分水工(Block4)

Pump施設の老朽化･機能診断調査(Block 5)

破損した水管橋(Block 5)

一部破損しているサクションパイプ(Block5)

吐出水槽(block5)

クリーニングが必要な2次幹線水路(Block5)



ゲートが破損している(小規模分水工(Block6)

番線でしめて利用しているモーター(Block6)

水を待つ幹線水路(Block 6)

モーターが損傷しているポンプ場（Block6）

昨年まで利用していた幹線水路(Block 6)

春作を放棄する農地(Block6)



水路の復旧を訴える農民(Block2)

護岸侵食により不安定な機場(Block28)

モーターの一部が消失している機場(Block 1)

ワークショップに集まる農民(Blockl)

川から取水するサクションパイプ（Blockl）

スイッチボックスが損傷している機場(Blockl)



ベンチュリー水路式量水計(Block 1)

Tube wellから足踏で用水する竹踏ポンプ(Bogra)

竹踏ポンプを直す少年達(Bogra)

PanchagarhO／MDivision，BWDB Staff

竹を踏んで水を汲み上げる少女(Bogra)



Dhakaの市場(野菜果物売場:1)

Dhakaの市場（野菜果物売場：2）

LGDE技術センター･竹内リーダーと共に(Dhaka)

BWDB技術スタッフとの打ち合わせ(Dhaka)

Dhakaの市場(野菜果物売場:3)
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第1章　概　要

1．1国の概要

バングラデシュ国（以下「バ国」）はガンジス（パドマ）、プラマプトラ（ジャムナ）河が合流

するデルタ地帯に位置し、国土面積14．48万加2（日本の40％の国土）に、1億2千万を越え

る人口を抱える。「バ国」は周囲をインドに囲まれ、南東部だけミャンマーに接し、南はベ

ンガル麿に臨んでおり、米作、ジュートを中心とした、水と線告かな烏婆国である∧

C h a ra cteri stics L a nd u se in B an glad esh

(km 2)

A gricultural land Forest area O ther T otal
^ M ^ ^ ^ ^ H I ̂ ^ ^ ^ H I State forests   U nclassed state forestsI ̂ H H H H Î M I

tt angiaaes n U .,Zy3,3UV 10,44 1          5,4 /U ^,108,838 14 ,40b ,ZW

Source: Statistical Y earbook of B angladesh:2000

古代からドラヴィダ系､オースロイド系､モンゴロイド系などの各民族が入り込み､農業

中心の生活を営んできた｡中世から近世にかけては､ムガル王朝やイギリスによる統治を

受けていたが､ 1947年のインド･パキスタン独立の際､西部インドのパンジャブ地域と共

に飛び地国家パキスタンを形成した｡しかし､西パキスタン州にある中央政府によるウル

ドゥー語の国語化の動き( ｢バ国｣のベンガル語は､ウルドゥ-語と文法も文字も異なる)

や経済的搾取のため､次第に東パキスタン自治独立の気運が高まっていった｡ 1971年3月

26日独立宣言し､同年12月16日パキスタン軍の降伏とともに事実上独立を成し遂げた｡

｢バ国｣の大きな問題は約1.4Xの人口増加率(1991-2000)と､モンスーン気候による洪

水,サイクロンなどの災害による農業生産および農業･社会インフラの破壊損傷である｡

首都のダッカ市は857万人,ダッカDivisionは3,867万人(Statistical Yearbook

Bangladesh2000)である｡その他の主要都市として､国際港であるチッタゴン市(人口654

万人)､クルナ市(人口233万人)､ラジシャヒ市(人口226万人)などがある｡宗教の人口に

占める割合は､イスラム教徒86.6%｡ヒンドゥ教徒12.IX｡仏教徒0.6X｡キリスト教徒0.48!｡

その他0.3*となっている｡

H o u se h o ld a n d P o p u la tio n

Item H ou seho ld
P op ulatio n

siz e o f H /H
M ale     F em a le     T otal

B ang lad esh 2 5 ,3 6 2 ,3 2 1 6 2 ,73 5 ,9 88 6 0 ,4 15 ,2 5 8 1 23 ,15 1,2 4 6 6
S o urce: S tatistic al Y earb o ok o f B an g ladesh :2 00 0 1



1．2　自然条件

1．2．1地　形

「バ国」の地形は・世界の尾根ヒマラヤやヒンドゥークシ山脈に端を発し，流れ下ってやが

てベンガル湾に注ぐ犬河川系が作り出した平野部と、ビルマ・アンカラ山脈につながる東

部丘陵とに大きく分けることができる。

Country Summary of Area and Proportion Occupied by General Soil types
Soil type | Area(km') | Proportion(%)

9,718,722

1,561,472

1,028,030

2,178,045

Flood plain soils
Hill soils

Terrace soils
Miscellaneous land types

67.11
0.8
 7.1

15.
0

ota
Source: Statistical Yearbook of Bangladesh:2000

（1）平野部

「バ国」の総面積90％以上は国を縦横に流れてベンガル湾に注ぐ3大河川，すなわちガンジス

河、ブラフマプトラ（ジャムナ）河、メグナ河によって形成された沖積扇状地（デルタ）から

なる。土地は平坦でほとんどは標高9．0m以下で、高知でも100mは超えることはない。こ

の地域の河川は流路が一定ではなく、毎年河の流心が変わり、河川の形を変え，また河川水

がこの堤防を超えて氾濫を起こしている。一方で有機質を土地に与えて肥沃度を保たれて

いる。他方氾濫により作物を水没させる。また家や家畜、家財を押し流して大きな被害を

与えている。「バ国」の平野部は4つの区分（i．北西部、ii．南西部、iii．中央部、iv．北東

部）に分けられ、本調査地域は北西部に位置する．

1）北西部

ガンジス河とブラフマプトラ河に挟まれた北西部は、テイスタ氾濫原、ガンジス氾濫原

およびバリンドン川台地（旧沖鰍丘）からなる。「バ国」の他の氾濫原に比べると勾配が大き

く、テイスタ河周辺を除くと比較的洪水の被害を受けにくい地形にある。しかし、乾期に

は流水が少ないため、農業に溜池を利用することが困難で、乾期農業は地下水に頼ること

になり、早魅を受ける。

2）南西部

この地域はガンジス・デルタからなり、西側（インド西ベンガル州との国境）から東に傾斜

している。一部にモリバンド・デルタもみられるが，大部分が低地で洪水の被害を受けやす

い。沿岸部はガンジスの下流と潮汐の交互作用で形作られた潮汐デルタとなっており，その

一部は世界最大のスンダパル自然マングローブ森林地帯である。このデルタは塩害やサイ

クロンの被害を受けることが多い。
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3)中央部

主として､ブラフマプトラ河とメグナ河の間に広がるブラフ々プトラおよびメグナ･デル

タとモドプール台地からなる｡ブラフマプトラ･デルタ東側に広がるメグナ･デルタは､低

湿地なっており､ここは海岸線から320 fan内陸にあるにもかかわらず海抜3mにすぎない｡

バングラデシュのなかでも最も農業生産性(米)の高い地域である｡

4)東　部

主として､メグナ河によって作られた旧メグナ･デルタと新メグナ･デルタおよび北東部

丘陵地からなる｡丘陵地帯はインド･アッサム州国境に続いており,ここでは茶の生産が行

なわれている｡新メグナ･デルタは地形的に不安定で､ガンジス･ブラフマプトラ･メグ

ナ河が合流し､バドマ河の河口では毎年地形が変化し､特に河口にあるハティア､ション

ディープ島ではパドマの流路に当たる北側が削り取られ､南側に土砂が堆積するため島が

年々南に移動する形となっている｡

(2)東部丘陵地帯

インド(トリプラ)とビルマに国境を接し,丘陵の高さは東に行くにつれ高くなる｡ビルマ･

アラカン山脈につながるこの丘陵地帯は､最高1,230mのKeokradong山を持ち､年間降雨

量も多い｡いくつかの河川が尾根を横断してチッタゴン平野部に流れ込む｡なかでもカー

ナフリ河は最大で､インドのミゾラムに端を発し､丘陵地帯を下ってやがてチッタゴン平

野を横切りベンガル湾に注いでいる｡



1.2.2　気候

気侯は典型的な亜熱帯モンスーン気候で､多雨多湿である｡ 11月から2月までは温暖な乾

期で(最低気温10度前後)晴天が続き､一年中で最も過ごしやすい時期である｡ 3月から5

月にかけて厚い雲が空を覆い始め､北西風が吹き､気温が一気に上昇し､時々大スコール

となる｡ 4月､ 5月は･年中で最も暑い時期である｡ 6月から10月までは雨期で､気温はや

や下るが､雨量が多く最も多湿な時期で､湿度は90%を越える｡ベンガル湾から,ときおり

サイクロンが来襲するのもこの時期である｡降雨量は地域によってかなりの差があり､北

東部シレットや南東部コックスリマジヤルでは年間3,000mを超え､北部･南西部では1,600

･1,900mm程度である｡また､季節ごとの降雨量にも大きな差があり､それは地域によって

も異なっている｡

(1)乾期(11月～3月)

気温･湿度とも中位で雨は年間降雨量の3-7!K程度しか降らない｡とくに北西部では降雨

がほとんどなく乾燥し,気温も5℃程度まで下る｡港概のないところでは耕作(特に水田の

田植)が不可能となる｡

(2)小雨期･乾期(4月～5月)

年間を通して最も気温が高くなる時期で､年間降雨量の10-209Sがこの時期に降り､湿度も

高くなる｡東部地域では降雨量は3月頃から増え始めるため､天水利用の春作が可能であ

る｡しかし､西側の降雨量は4月後半から増え始めるためそれまで耕作することができず､

港渡のできないところでの春作は不可能となる｡小雨期は降雨が不安定なこと､またこの

時期には｢北西風｣が竜巻を起こし､あるいは竜を降らせることもあるため､農業生産に

被害をもたらす｡また､この季節の降雨量は少なく､作物が立ち枯れてしまうために起こ

ることが多い｡

(3)雨期･モンスーン期(6-10月)

気温も高く､湿度は1003S近くなる｡年間雨量の70-80別まこの期に集中する｡雨期最後の

10月の降雨量で北西部､南西部では降雨量が急激に減少し､これが乾期に作られる野菜類

や油料種子の生産に影響を与える｡

上述のように｢バ国｣の気候の特徴は､雨期と乾期の差が大きく､年間降雨の大部分が雨

期に集中して降るため､それが河川を氾濫させ,十分利用できずに海に流出させている｡

一方､乾期には雨がほとんど降らないために天水依存の農業は早魅被害を受ける｡水資源

を自然の状態で有効利用するのには厳しい国である｡すなわち､ダムやポンプなどのイン

フラが必要となる｡
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1 . 3 政治 ･ 経済

(1) 政 治

独立以降の度重なる政変を経て ､ 現在 の ｢ バ国+ 政界は､ 与党ア ワミ連盟( 瓜) と党第
一

党

で ある ｢ バ国+ 民族主義者党(8 NP) の 二大政党が勢力をは ぼ二 分して い る ｡ 1 975 年の 軍事ク

ー デタ ー 以降1 991 年まで軍事政権が継続された｡ 1 990 年 1 2 月 ､ 民主化要求の反政府運動

が高まる中で ､
エル シ ャ ド大統蘭が辞任した｡ 1 991 年 2 月 ､ 中立的な暫定政権の下で総選

挙が実施され､
B 肝 が第 一

党となり ､ ジア BNP 総裁が首相に就任し ､ 政権が発足す る｡

1 996 年 2 月 に実施された繰り上 げ総選挙で は､ 主要野党は選挙をボイ コ ッ トして い る ｡ 野

党の反政府運動に直面 し ､
96 年 3 月 ､ ジア首相は退陣した｡ 19 96 年6 月 ､ 選挙管理内閣下

で実施された総選挙で は､ ア ワミ連盟が 21 年振りに政権に復帰し､
ハ シナ同連盟総裁が首

相に就任した｡

また ､ 20 01 年1 0 月 ､ 任期満了に伴う総選挙では､
BNP が地滑り的勝利を収め､ 政権を奪回

して い る ｡

(2) 経 済

｢ バ 国+ は､ 狭い 国土 ( 日本の 約 4 割) に多く の人 口 (約 1 . 2 億人) を抱える 一 方､ 天然

資源は天然ガス を除き極めて 限 られて い る ｡ また ､ 洪水 ･ サイク ロ ン等 の 自然災害が頻繁

に発生し ､

一 人当たり GNP も 40 0 ドル以下と極めて低く ､ 後発開発途上国 (LL DC) の うち

世界最大の 人口 を抱えて い る ｡

経済面で は､
9 8 年 7 - 9 月に発生 した大洪水の 影響で ､

98 ～ 99 年度 の実質 GDP 成長率は前

年度の 5 . 5 % から 5 . 2 % へ と減少した ｡ 90 年代の経済成長率を見ると ､ 90 年代前半 (90 ～

95 年度) の 4 . 1 % に対 し､ 9 0 年代後半 (95 ～ 99 年度) の 平均成長率 は､ 5 . 5 % と多少の 改

善傾向がうかがえ る ｡ 主な原因として ､
工 業､ 建設及びサ ー ビス 部門 (輸送 ･ 貿易業､ 住

宅サ ー ビス) が好調で あっ た こ とが挙げられる｡ 98 ～ 99 年度 の輸 出及び輸入 に関して は､

共に対前年度比 7 . 0 % の伸び を示した｡ 対外債務残高は短期債務がほとんどなく ､ ア ジア経

済危機の影響も限られたもの となっ て い る ｡
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ア ワミ連盟前政権下の 積極的な財政 ･ 金融拡張政策 は ､
GDP 成長率平均5 % 以上の達成を導

く 一

方で ､ 財政赤字の拡大や外貨準備高の 減少などマク ロ 経済の 不均衡を招い た｡ B NP 新政

権は､
マク ロ経済の安定化を図る

一

方､ 税制改革を柱に財政拡張型 の 予算案を発表 し､ 教

育､ 保健 ､ 医療セ クタ
ー を中心とす る貧困削減を重視する姿勢を見せ て い る ｡ 尚､ バ ン グ

ラデシ ュ が貧困を克服するため には､ 年率 7 % 台の 成長 を持続的 に達成す る必要があるとさ

れて い る ｡
しか し､ 20 01 年 9 月 の米国同時多発テ ロ事件を発端とす る世界景気後退は､ 欧

米市場に 80 % 以上を依存して い る縫製産業を中心とした輸出産業を直撃して おり､
バ ング

ラデシ ュ 経済に大きな影響を与えつ つ ある ｡
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ハ シナ政権は､ 経済自由化路線 の 一 層 の推進 ､ 民間活力の 有効利用 ､ 外国投 資の誘致など

を経済政策 の柱と して ､ 以下 の ような重点政策を掲げて い る ｡

1) 民間セク タ ー 活性化 の ための支援 ､ 特 に ､ 中小企業､ 農業及び農業関連産業､ 輸出

主導型及び関連産業の 振興

2) 外国投資促進 の ための 環境整備 ､ 法制度の見直 し ､ 手続きの 簡素化 ､ イ ンフ ラ整備

など外国投資整備の ための環境整備

3) 国営企業の 民営化促進

4) 洪水 ､ サイク ロ ンからの 自然災害からの 保全 ､ 大気汚染 ､ 批素からの健康保全の た

めの 地下水利用の制限 と水資源の開発

BⅣP 新政権は､
マク ロ経済の安定化を図る

一

方､ 税制改革を柱に財政拡張型の 予算案を発表

し､ 教育､ 保健 ､ 医療セ クタ
ー を中心とする貧困削減を重視する姿勢を見せ て い る ｡

1 . 4 我が国からの援助状況

｢ バ 国+ に対する主要援助国
･

機関は日本､ 米国､ 独､ IDA
,
ADB 等であり､ 我が国は従来よ

り二 国間援助における最大の ドナ
ー

国である ｡ 我が国は､
｢ バ 国+ との 伝統的友好関係､ LL DC

諸国の中で最大の 人口を有す る国で あり開発需要が極めて大きい こ と､ 度重なる自然災害

に見舞われて い る こと､ 民主化及び経済自由化等の構造調整を進めて い る こ と等を踏まえ､



経済協力を積極的に実施してきている｡ 1999年(暦年)までの支出鈍額累計において､我

が国援助対象国のうち第6位の受取り国であり､特に無償資金協力については､第1位(99

年)の受取り国となっている(但し､無償資金協力の70-80%は債務救済無償が占める)｡

我が国と｢バ国｣の間では, 1990年4月に派遣した経済協力総合調査団及びその後の政策

協議等によるバングラデシュ側との政策対話を踏まえ､ 2000年3月､ ｢国別援助計画｣を策

定しており､その中で対バングラデシュ援助方針として､次の分野を重点分野としている｡

(1)農業･農村開発と農業生産性向上

農村地域のインフラ整備､農業技術の普及､農業研究等により農業生産性を向上させ食糧

自給率の改善を図るとともに､農村における貧困層(特に土地を保有しない農業従事者等)

の雇用創出･所得向上を目指す｡マイクロ･クレジット等ソフト面の強化により､農村レ

ベルの貧困層の生活改善を支援する｡

(2)社会分野(基礎的生活分野､人的資源開発)の改善

貧困層に直接稗益する援助として､他のドナー国やNGOとの連携を図り､草の根無償資金

協力を積極的に活用しつつ､基礎的な衛生､医療事情の改善のため｢子供の健康｣､ ｢母子

保健｣､ ｢安全な飲料水の確保｣に取り組むとともに､ ｢初等教育｣､特に｢女子教育｣等に

関するDAC新開発戦略の目標達成に向け支援する｡また､我が国は､社会サービスの効率

的な実施のための人材教育･訓練への支援等をする｡

(3)投資促進･輸出振興のための基盤整備

経済発展や経常収支改善のためには､輸出の拡大が不可欠であり､投資促進･輸出振興に

資する基礎インフラ整備への援助等に加え､投資環境整備･投資促進の諸施策､実施機関

の能力向上等ソフト面で支援する｡

(4)災害対策

頻発する洪水､サイクロン等自然災害による人的･経済的被害を軽減するとともに､安全

な土地を確保し､経済発展の基盤となる国土整備が重要である｡洪水対策に関しては国際

的な支援の枠組である｢洪水対策計画(FAP)｣の下で取り組んでおり､今後｢バ国｣政府

が｢総合国家水管理計画(NWMP)｣策定後､同計画に沿った協力を検討していく｡また､サ

イクロン対策のため小学校等を多目的サイクロン･シェルターとして活用していくほか､

気象監視や早期警戒システム等も支援していく必要がある｡

以上の4つの重点分野に横断的に関連する課題として､環境､人材育成､制度造りに対す

る取り組みも強化することとする｡
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<有償資金協力>

有償資金協力については､近年は経済開発のための基礎インフラ(農村インフラ整備､配

電網､橋梁､水力発電)をはじめとしたプロジェクト借款を中心に行っている｡

<無償資金協力>

無償資金協力については､農業､保健･医療等の基礎生活分野､人造り､洪水対策を含む

環境分野等を中心に援助を行っている｡

<技術協力>

技術協力については､農業､行政､社会基盤､洪水対策等において研修員受入れ､専門

家派遣､青年海外協力隊派遣等を実施している｡プロジェクト方式技術協力として､農業

分野､保健･医療分野等における協力実績がある｡開発調査は､運輸､洪水対策､工業開

発分野等での協力を行っている｡

<緊急援助>

緊急援助については､ 98年7月中旬以降､国土の大半に及ぶ洪水災害に対して､医師2名

を含む国際緊急援助隊･専門家チームを派遣し,被災地における感染症対策の助言や汚染

水の処理方法について指導を行った他､医薬品や浄水剤の緊急援助物質(6,000万円相当)

及び緊急無償資金(40万ドル)を供与した｡

1.5　第5次5ケ年計画(1997-2002)

ハシナ政権は97年度から第五次5カ年計画に取り組み､年平均7.0%のGDP成長率､投資

総額として1兆8,675億タカ(約3兆9,218億円)を目標としており(公共投資44%､民

間投資56%､投資資金の78%を国内調達することを想定).貧困克服のための雇用創出､

食糧自給達成､人材開発､インフラ整備､人口増加の抑制等を目指している｡

その中で､ ｢バ国｣にとって農業生産業は､この国の経済の成長および安定にとって重要な

役割を演じている｡近年､人口の増加､食料消費増加の傾向からの高収量を持続可能にし､

かつ環境を保護することが考慮されねばならなくなった｡不適切な化学肥料の使用､洪水

による港概施設の損傷､施設の老朽化により水不足が大きな問題になってきている｡これ

らの諸問題に対し､従来の稲の収量は5ケ年計画で掲げる主な目的は次のとおりである｡

1)持続可能を目的として農村地域において､農産物の増収および農民の収入の増収

を図る
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2）穀物および他の農産物の自給達成を図る

3）農産物、特に野菜・果実の自給および輸出の促進を図る

4）畑地、水田および海岸地帯において、近代的な農作業の採用および促進を図る。

5）効率的で均衡のとれた土地、水およびその他資源の活用により、持続可能な農業

の確立を図る

6）比較的大規模な農場および農家に対し、企業的な農業が可能になるように誘導する

7）砒素汚染水の利用制限と河川表流水利用のためのインフラ整備
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第2章　農業の現状と開発課題

2.1農業の現状

｢バ国｣においては,労働人口の2/3(3,621万人)､ GDPの1/3 (32*)を農業が占めている｡

国土面積14.48万km2(1,448万ha)､このうち耕地は813万ha(国土の56%休耕地､草地は

除く)､森林地218万ha(15*)､その他417万haである｡農業従事者は3,621万人､農業従

事者1人当たりの農地は0.23haである｡主農産物は米､茶､ジュートなどである｡

しかし､穀物は高い人口増加率や自然災害などで慢性的に不足しており､大きな自然災害

年には100万1以上を輸入する年もあり､安定した農業生産の拡大は重要な課題である｡｢バ

国｣の農業の最も重要な点は､農産物の生産性において､持続性のある成長である｡穀物

の需要供給は､成長率5%を目指している｡食料穀物は2005年までに2,500万トン､ 2010

年までに3,000万トンの生産を目指している｡このためには､以下のような課題に対する

対処が重要である｡

(1)農業インフラと営農管理

この国においては､早魅と洪水の被害が大きな障害となっている｡このために港概･排水

および洪水対策のため施設が重要である｡さらに､病虫害の防除､優良種子の確保､肥料,

土壌管理の改善が必要である｡

(2)作物の多様化

現在､作物の75別ま米であり､次に小麦はわずか4%である｡残りの21%が他の作物を栽培し

ている｡ ｢バ国｣の作物の多様化は大きな課題であり､作物の多様性の利点はよく知られて

おり､農民の収入の増加､栄養バランス､アグロ･インダストリー､港概水の節減および

港横面積の増加､等々多くの利点があげられる｡このことは｢バ国｣の農業方針でもある｡

P ro d u c tio n A n d Y ield R a te o f M aj o r A g ri c u ltu re C r o p s

(T hou sa n d)

C rops
1,99 0 2 ,000

A cres h a P roduction A cres ha Produ ction

R ice 25,68 6 10,395 17,852 2 6,462 10 ,709 23 ,0 67

Jute 1,44 2 584 962 1 ,008 408 i n

Su garcane 47 2 19 1 7,682 3 Z l 170 6,9 10

T ea 118 48 10 2,771 120 49 1 14,640

P u ses 1,79 9 728 523 1,231 498 3 84

o seeds 1 ,407 569 448 1 ,078 4 36 406

Sp ces 3 64 14 7 319 623 252 4 01

To bacco 94 38 34 80 32 35

M aize 8 3 3 8 3 4

B arley 4 6 19 12 17 7 5

vegeta bles I H H B H ¥ m m a m m ¥ Z.3I M H B H H I H B B IM I 4 .4

S ource: Statistical Y earboo k of B angladesh:2000 1 0



（1）土壌環境保全

「バ国」は作物および土壌管理の不適切から、農地が劣化現象を呈しているといわれてい

る。農地の30％近くが塩害の被害をうけており、12％が土壌浸食の被害をうけている。また、

耕作地の50％以上が不適切な排水施設によって、湛水被害を生じている。地下水の利用に

よって、地下水位が低下し、浅井戸では取水することが徐々に難しくなってきている。特

に海岸地帯では、地下水位が低下することにより塩水が侵入し、地下水が汚染され、水質

が劣化してきている。当国では広範囲の地域で地下水に批素が含まれており、生活環境へ

の大きな問題となってきている。

（2）貧困の緩和、栄養失調、食糧確保

「バ国」においては5，000万人の人口が貧困層に属している。貧困層は非農民層よりも農

民層に多く存在している。農業の成長を持続し、かつ加速するためには、食糧を購入でき

るようにすることである。バングラデシュ国において、持続性のある農業にするための優

先度は、次のとおりである。

1）高い潜在力のある農地の改善

2）低い潜在力の地域の保全および改善

3）健全な土地／人の比率の改善

2．2　農業生産

「バ国」では大半の農業適地はすでに耕作されている。将来の人口増加は小農経営をさら

に細分化することが考えられる。農産物の生産を拡大していくためには、既存の生産シス

テムを改善し生産性を確保高めることが重要である。「バ国」は、1970年代に米、ジュート、

ポテト、シュガーケンにおいて新しいバライティを採用して、一定の成果を収めたが、1990

年代では生産高の頭打ち現象がみられ、生産が停滞している。これらの主な原因としては、

1）他のアジアの諸国に比較しても、使用する肥料の量が少ない

2）新品種の稲は、病虫害に弱い

3）港激施設が洪水など被害を受け老朽化し、維持管理が適切でない

4）作物の研究および普及が農民まで普及されていない

などである。農業生産の拡大には上述の課題の対処が重要となる。
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2.3　灌漑排水

灌漑面積の拡大は､ ｢バ国｣政府の戦略の中でも､穀物を増産する観点からも最も重要な対

策である｡港概施設は1960年代から建設され､ 1980-1990年代にかけて著しく増加した｡

港概計画に港概面積は418haで､天水澄渡面積808万baの52%に相当する｡このうち小規

模港概は､ 1970年代の136万haから､ 1995-2000年代には295万haに増加した｡

A rea Irrigated U nder D iffe rent C rops
(Thousand)

Y ear 1991 1 996 2000

C ro p A cre ha A cre ha A cre ha

Rice 6,682 2,704 7,266 2,94 1 8,487 3 ,435

w heat 642 260 74 1 300 896 363

O ilseeds 3 1 13 47 19 79 32

P otato 197 80 248 100 3 18 129

V egetable 190 77 218 88 271 110

O thers 237 96 258 104 294 119
T ota 7,979 3,229 8,778 3,552 10,345 4,187

Sourc e: Statistical Y earbook of Bangladesh:2000

「バ国」は、1960年代からモースーン依存農業（天水農業）から、水源の安定した港概計

画農業に移行してきて‘いる。しかし、いろいろな課題がある。例えば、政府の政策の変更、

価格の変動、特に小規模潅漑はポンプ潅漑となるため燃料費の上昇等々、多くの問題を抱

えている。「バ国」の南部および北部においては、港概面積を拡大させるに必要な潜在的な

表流水が存在する。これらの水源はまだ充分に有効利用されておらず、河川からの表流水

の利用は今後の開発が待たれている。

A re a Irrig a te d B y M et h o d s
(T housand)

Y ear 19 9 1 1 99 6 20 00

C rop A cre ha A cre h a A cre h a

P ow er 1 ,69 2 6 85 1 ,6 74 67 7 1,8 33 74 2

T ub e w ells 4 ,89 7 1 ,9 82 5,8 22 2,35 6 7 ,30 2 2,9 5 5

C an als 42 1 170 3 7 7 15 3 42 6 17 2

T radition al 1 ,96 8 7 96 9 03 36 5 7 84 3 17

T otal 8 ,97 8 3 ,6 33 8,7 7 6 3,5 5 2 1 0 ,34 5 4 ,18 7

Source: S tatistical Y earbook of B angladesh:2000

灌漑開発は水開発省のBTOB局(Bangladesh Water Development Board(BWDB) (大規模を扱

う)､地方開発省(RDJE) (小規模を扱う)によって運営されているが､各国の協力を得て

いるにもかかわらず､際立った成功はおさめていない｡澄渡施設整備はこれからの課題で

ある｡
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2．4　市場、流通システム

「バ国」の農産物流通において、マーケットシステムは極めて弱い立場にある。例えば、

過去20年間、穀物（米・小麦）の実勢価格は下降している。その理由は、貿易および為替の

自由化に伴ない米価が、国際市場価格に連動することになったためである。このため、消

費者の家計は米価に大きく依存しているため、益々苦しくなっている。経済の自由化、民

営化において政府は、重要な役割を果たすことが重量である。この市場を担当している農

業市場部は、農業省の中でも小さな部局である。今後農産物の計画的生産目標の策定、流

通の合理化、価格安定等を図るためにはこの部局の強化が重要である。

2．5　農産物加工

「バ国」では、季節によって腐放しやすい農産物の過剰の状態を生じることが多い。農産

物加工施設の発展は、ポスト・ハーベストの損失を防ぎ、農家の収入を増やす役割を演ず

ることになる。しかしながら、現在、農産物加工業は初期の段階にある。貯蔵、加工、包

装の方法が標準化されず、極めて遅れた状況下にある。「バ国」における食料加工業に対す

る政策は1991年新工業政策の一部として認定されたが、ほとんど機能されていない。

2．6　農村開発

農村開発は、農業の成長にとって極めて密接な関係にある。道路や水路の交通ネットワー

クは農業生産性の向上に大いに寄与する。インフラ整備は、土地なし農民や貧農に対し雇

用の機会を与える役割もある。特に、潅漑開発や農村電化、交通網の整備は貧困の解消に

役立つことになる。

2．7　開発における女性の役割

バングラデシュ国における女性の労働力の占める割合は43％（1989年）を占めている。農業

においては特に大きな役割を占めている。しかしながら、生活環境の点では男性より制限

要因が多い状況下にある。各種NGOの団体が女性の役割の拡大に努力しており、かなり成

功をおさめているが、なお課題は多い。

2．8　農地改革および農地の利用

農村の貧困層の2／3は土地なし農民である。自作農の内、10％の大規模農家が5ほの農地を

保有し、40％の小規模農家が2％の農地を保有している。人口l人当たりの耕作地面積は、
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0．064haで、世界でも最も人口密度の高い国の1つである。農地の保有面積は、均等に分け

るという相続法によって細分化するとともに、人口の増加によって、住宅を建設するため

に農地がつぶされ、ますます小規模化に拍車をかけている。現在の土地所有の上限は、

3．37haに抑えられているが、これ以上の大地主も多い。1984年、農地改革法が小作人の保

護のためと土地の細分化を防ぐために決定されたが、有効に働いていない。

L a n d U tiliz a tio n

(T h ousan d)

Y ea r U n it F o res t
N ot av ailab le fo

cu ltiv atio n

C u ltu ra b le

w aste

C u rre n t

fallo w s

N e t C ro p p e d

a re a

CD

A re a so w n

m o re th a n

o nc e
ｩ

T o ta l

c ro p p e d a rea

)+ (

19 8 1
A c res 5 ,2 98 6 ,8 3 7 6 1 1 1,3 50 2 1,2 12 ll,42 6 3 2 ,6 :

h a 2 , 14 4 2 ,7 67 24 7 546 8,5 8 4 4 ,62 4 13

19 9 1
A c res 4 ,6 93 7 ,9 58 1 ,44 2 2 ,37 9 20 , 1 9 8 1 4 ,48 2 3 4,

h a 1 ,8 99 3 ,2 2 1 58 4 96 3 8 , 17 4 5 ,86 1 1 4,0 35

20 00
A cres 6 ,4 90 8 ,4 35 78 1 862 20 , 1 0 1 15 ,166 3 5,26

n a Z,02 / �"V ｻ 14 J lO 蝣J4H S A M b A sa 14^ ｫ

S o urc e: S ta tistical Y ea rbo ok o f B an glad esh :200 0

In te n sity o f C ro p p in g b y F o rm er D istr icts

(Thousand)

Y ear  U nit  F orest N ot available foil C ultiv able C urrent  S ing le  D oub le  T rip ped I N et cro pp ed I T o tal

cu ltiv atio n    w aste fallow s I cropp ed area C ro p ped arealC ropp ed area  area  C rop ped a
A cre s      6,490      8,435      781 86 2    7^ 95   10 ,246    2,460   20^ 011   352 5

.1,414        J lft J4ｻ    4 TO    4 , 14 /     W b    8,I35[

 Source: Statistical Y earbook of B an g)adesh:2 000

N u m b e r a n d A re a o f F a rm H o ld in g s & T h e ir P a re n ta g e :1 9 9 6

(A re a an d F an n er th ou sa nd )

S ize o f fa rm area
N u m b er o f

F arm
% o f farm s A rea o f farm s

% o f to ta l f a re a
A v erag e farm s iz e

H H H I H H U A cre h a IB H H I A c re h a A c re h a

S m a ll F a rm h o ld ing s 0 .0 5 - 2 .5 0 .0 2 - 1 .0 1 9 3 2 3 7 9 5 7 8 ,2 1 9 3 ,3 26 4 1 .1 8 0 .8 7 0 .3 5

M ed iu m F a rm h o ld in 2 3 ^ 7 3 1 .0 1 - 3 .0 3 2 ,0 7 8 17 3 1 S 3 8 2 3 ,3 5 2 4 1 3 0 3 3 9 1 .6 1

L arg e F a rm h o ld ing s 7 .5 -2 5 .0 H rc a nrn m 2 9 8 2 .5 2 33 5 6 1 J 99 1 7 3 2 l l .6 1 4 .71

l o ta l h arm ho ldin g s IH H B II ̂ ^ H 1 1 ,7 ^ 8 1 U U i y ,V 5 7 8 .U 7 7 1 U U l .W 0 .

S ou rce: S ta tistical Y earbo o k o f B ang ladesh : 200 0
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第3章　北西地域灌漑施設リハビリ計画

3.1計画の背景

(1)概　要

｢バ国｣の北西部はJamuna RiverとPadoma Riverに挟まれた地域(Rajshahi Division)

で､ ｢北西地域灌漑施設リハビリ計画｣調査対象地域は､この北西部の中でもさらに北に位

置する9つのZila(Region)である｡この地域は当該国の中でも比較的標高の高いデルタ地

域(標高40^-50m)で､降雨も南部に比して少なく(1,500 -2,000mm/year)､乾期の降雨

は極めて少ない｡したがって､乾期には早魅の被害を受け､港概なしには春の稲作の植え

付けが不能になり､小麦や野菜の栽培に被害がでる状況にある｡

上述の自然条件､農業事情に鑑み､ 1960年代から諸河川の水を利用するために､ポンプ港

概が計画･実施されてきている｡その多くは低揚程ポンプClowlift pump)で"LLPScheme

と位置付けられ､北西部9 Zilaにおいて､大小合わせて95のLLPプロジェクトが実施さ

れてきている｡ポンプアップされた水は､港概水路を通じて､沿岸地帯の圃場を港概する

システムとなっている｡

これらのプロジェクトはパキスタン時代から始まっており､独立後はMinistry of Water

SourceのBangladesh Water Development Board (BWDB)担当実施機関となり､現在は維持

管理を主に行っている｡

しかしながら､これらの施設は建設後40年近くを経ており､ポンプ施設の老朽化が進み､

①ポンプ､トランスの損傷(消耗)の増加､ ②ポンプ修理用部品の枯渇､などによりポン

プの稼働率が急激に低下している｡更には1998年の洪水により､ (∋取水口での堆砂､ ②河

床変動によりミオ筋が吸込み口より遠方に移動するなど取水に問題が生じており､ポンプ

駆動に障害を与えている｡

このような施設環境から､近年港渡ができない耕地が増えており､この地域の農業生産や

農家経済にとって大きなマイナスが生じている｡一部の農民は地下水をくみ上げているが､

ポンプの運転費の負担が大きく､春先の水田耕作の放棄が広がっている｡また地下水の利

用は｢バ国｣の生活環境を阻害する批素問題から､政府は河川水の利用拡大を重点課題と

している｡

上記のような事情を鑑み､本件は､これらの用水機場をはじめとする港概施設のリハビリ
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を行い､水資源,土地資源を有効に利用し､土地利用率を高め､生産量が拡大する｡この

ことは農民の生活改善､土地なし農民への雇用の創出につながる｡

(2)地形･地理

北西部はJamuna RiverとPadoma Riverに挟まれた地域(Rajshahi Division)で､この両

河川の氾荘により形成された平坦な沖積台地である｡ ｢バ国｣の他の氾濫原に比べると標高

が高く(GL.40-55m) ､勾配が大きいため比較的被害の受けにくい地域である｡調査地域は

RajshahiDivisionに属し､15のZila　に分けられており､LLP Scheme澄渡計画は9Zila

で実施されている｡

(3)気　候

｢バ国｣の気候は典型的な熱帯モンスーンに属し､高温･多湿･多雨で､季節の変わり目

になる4-5月と10-11月にサイクロン(台風)には襲われることが多い｡計画対象地域を

代表するDinajpurの気温と降雨は下表に示す通りである｡

Item unit JA N F E B M A R A P R M A Y JU N JU L A U G S E P O C T N O V D E C T otal

R ainfa ll m m 0 .0 0 .0 0 .0 68 .0 376 .0 283 .0 403 .0 58 7.0 58 9.0 234 .0 5.0 0 .0 2,54 5.

T em pera tu re (m inim u m ) =c 10 .5 14 .9 17 .8 23 .4 23 .8 26 .2 26 .2 2 5.8 2 5.2 23 .4 17.6 13.3 20 .

e (M axim u m ) "C 23 .9 30 .4 32 .9 33 .5 3 1.9 33 .1 3 1.8 3 1.2 3 1.0 30 .9 2 9.6 26. 5 30 .

Tem p era ture (A vera g e) 蝣c 17 .2 2 2.65 2 53 5 2 8.45 27 . 85 2 9.65 29 28 .5 28 .1 27 .15 2 3.6 19.9 25 .

H um idity % 78 72 58 70 80 84 90 90 90 8 7 8 0 78 79 .

S o u rc e : S ta tistic al Y e arb oo k o f B a ng la d e sh :2 0 0 0

1)乾　期

乾期は11月から4月までほとんどなく降雨がなく､年間降雨の5%前後となっている｡湿

度の低く乾燥し､気温も雨期は5℃程度まで下がって凍死者がでることもまれではない｡栽

培は澄渡なしでは作物は立ち枯れてしまう｡また､ 2-3月は港漉なしには田植えができな

く､畑作も被害がでる｡

2)小雨期(4-5月)

年間を通して最も気温が高くなる時期で･年間降雨量の12^-22%がこの時期に降り,湿度も

高い｡東部地域では降雨量は3月頃から増え始めるため､天水利用の春作が可能であるが､

北西部の降雨量は4月後半から増え始めるためそれまで耕作することができず､港漸のな

いところでの春作は不可能となる｡

3)雨期<6-10月)

気温も高く,湿度は時としてIOOSK近くなる｡年間雨量の72-84%はこの期に集中､雲のない

16



日はほとんどない｡雨期最後の10月以後､降雨量は北西部･南西部で急激に減少する｡こ

れが乾期に作られる､小麦､野菜類､油料種子の生産に影響を与えている｡

(3)水　源

乾期から小雨期にかけて利用する港概水は､地域を南北に流れる河川水を利用している｡

主な河川はAtorai River､ Nagar Riverとその支流である｡これらの河川水は乾期におい

ても滴れることない｡しかしながら､河川水位は固場より　4-5m低く､重力澄渡で直接利

用することは不可能であり､低揚程のポンプ港概に頼らざるを得ない｡河川水の得にくい

地域では､地下水の浅い地域では浅井戸によるポンプによるポンプ澄渡､また地下水の深

いところでは深井戸によるポンプ港概が行われている｡

(4)農業生産

調査対象地域となる北西部地域はPadoma River､ Jamuna River　沿いの低地を除き､比較

的標高の高い位置にあるため､雨期の冠水も浅く､洪水被害は少ない｡乾期は畢魅の被害

を受けることが多い｡しかし､河からのポンプ揚水､あるいは地下水の利用による澄渡農

業ができる地域で､多様な農業が行われている｡

この地域の農作物は雨期の米､乾期作は米(濯概のできる地区)､野菜､芋､小麦､油料種

子､サトウキビ､タバコ､果樹(マンゴなど)など集約農業による換金作物の生産が盛ん

である｡すなわち､これらの地域は乾期に港概水が確保できれば､気候条件からして｢バ

国｣で最も適した畑作物の産地であり､農業の多様化の可能性を持つ地域である｡しかし

ながら､近年澄渡施設の老朽化により､用紙補給が充分ではなく､乾期､或いは雨期との

端境期には早魅の被害を受け､乾期の栽培を放棄している地域もあり､土地利用効率が低

下し､地域の農業生産量も減少している｡

(5)土地利用

｢バ国｣の国土総面積は14.48万km､このうち可耕農地面積は950万ha(2,349万ac)で､

総面積の66%に及んでいる｡この内813万ha(2,008万ac)は耕作され残る137万ha(338

万ac)が休耕地(湿地､草地を含む)である｡休耕地を除き農業用地の新たな開発の余地はほ

とんど残っていない｡

したがって､農業を高めるためには､生産性の向上によって単位面積当たりの収量を増や

すこと､土地利用度を高めることが重要となる｡生産性の向上としては､主として高収量
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品種、肥料、農薬などによる近代農法の普及を中心とし生産体系の転換を図ってきた。ま

た潅漑事業の促進により、2～3毛作地を増やす努力で、土地利用率を高めてきた。

しかしながら、現在、「バ国」の平均土地利用率は180％（statisticalYearbook2000）で

ある。気象条件からすれば、水（潅漑）のコントロールさえできるなら、米と畑作の三期

作も不可能ではない。特に西北部（本調査地区）は冠水が少なく、乾期の畑作に適してい

る。したがって、潅漑による土地利用率の向上を図ることは、農業生産拡大の重要な課題

である。

D iv is io n a n d Z ila w is e D is tr ib u t io n o f A g r ic u lt u r e L a n d T y p e s , 1 9 9 6

(In s q .k m )

D iv is io n h ig h la n d
M e d iu m

h ig h la n d

M e d iu m

lo w la n d
L o w la n d V e r y lo w la n d T o ta l

C h itta g o n g 1 7 ,0 1 4 .3 9 ,5 3 3 .8 5 ,5 1 1 .7 4 ,5 2 5 .6 1 ,0 0 6 .6 3 7 ,5 9 2 .0

D h a k a 5 ,1 9 8 .3 1 0 ,6 3 2 .0 6 ,0 2 6 .4 3 ,9 1 7 .8 9 9 7 .2 2 6 ,7 7 1 .7

B a n s a l 2 1 6 .6 7 ,5 4 5 .8 6 5 9 .2 8 7 .4 0 .0 8 ,5 0 9 .0

K h u ln a 4 ,4 5 5 .7 1 2 ,0 6 1 .6 2 ,5 2 9 .5 5 6 E D 0 .0 1 9 ,6 0 7 .8

R a is h a h i 6 ,3 3 5 .1 1 9 ,3 0 2 .3 2 ,8 1 6 .4 1 ,8 6 6 .0 1 5 4 .7 3 0 ,4 7 4 .5

l o ta l 5 5 ,I L U .¥1 i y ,u /i .5 1 / ,5 4 3 ..J ! U ,y 5 7 .8 2 ,1 5 8 .5 1 2 A VO 5 .U

S o u rc e : S ta tis tic a l Y e a rb o o k o f B a n g la d e s h :2 0 0 0

(7)生活環境保全

澄渡施設の老朽化により､当該地域では地下水による澄渡が増加している｡しかし､地下

水には批素を含む地域もあり､近年｢バ国｣では地下水利用から河川水利用する計画を推

進している｡地下水(井戸)利用の水代は3, 500Taka/Yearで､河川利用の水代l, 200Taka/Year

の約3倍の経費が必要になっている｡地下水汲み上げの動力費の節減は農家の営農改善に

つながる｡したがって､ LLPSchemeでは水源である河川水が豊富にあるため､ BWDB施設の

リハビリ整備を緊急課題としている｡

3.2　港概施設リハビリ計画

(1)計画の概要

北西部地域の地形､気候条件､水源条件から､本地域の農業生産の拡大,農民の収入･生

活改善を目的に､河川水を利用したLLP Schemeよるポンプ津波事業が行われている｡す

なわち､北西部州(Rajshahi division)の中の9Zila(Region)において､ 95箇所でLowLift

Pumpによる澄渡プロジェクトが建設されている｡このLLP Scheme港概事業は1960年代､

パキスタン時代に行われたものであるが､ 1971年からは｢バ国｣のBWDBMに引き継がれて

いる｡
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このLLP Schemeは､地域内を流れるAtrai､ Nagorをはじめとする諸河川からポンプ揚水

したのち､水路ネットワークにより圃場へ配水し､グラビティで澄渡を行うシステムであ

る｡各ポンプステーションの澄渡面積は大きなもので1,OOOha､小規模なものでIOOha　と

いろいろな規模で建設されている｡ 1990年代からこれらのプロジェクトのうち小規模なポ

ンプ場の管理はUserAssociationに移管されている｡現在ポンプ場から水路ネットワーク

まで管理している港概プロジェクトは95地区のうち54地区である｡

近年､これらの施設は､建設後30年以上を経ており､ホンプ施設の損傷､澄渡水路の漏水,

取水口の堆砂などで取水が困難､など原因から港概稼働率が低下している｡このため､乾

期の営農が制限され､本港概地域の農業生産が低下し､農民は困窮している｡主なリハビ

リ内容は以下のようである｡

i)　取水口､護岸の改善

ii)ポンプ､モーター､コントロールパネル､トランス等の修理･更新

iii)ポンプ小屋の建て替え

iv)幹線水路の破損箇所の修理､分水工の改善

BWDBは上述の施設復旧リハビリを緊急課題としており､ BⅦBが維持管理するポンプ場のう

ち大規模な5地区についてリハビリを実施し､これと平行してリハビリと施設維持のマニ

ュアルを作成したとしている　BWDBはこのリハビリをモデルとし､ユーザー管理を含むマ

ニュアルによってLLP Schemeの全体にわたるリハビリの促進と､ ｢バ国｣のポンプ澄渡の

維持管理に普及させ､健全なる港概事業を持続させる｡

(2)リハビリ計画

1)優先地区の選定

LLPSchemeは95箇所あるが､そのうち41箇所はポンプ場の管理(財産権も含め)をWater

User s Association(Water Management Association)に移管したものを除き54の内から

優先地区を選定する｡その選定の第一次スクリーニングとして､以下の条件下にあるポン

プ場は緊急リハビリには含めない｡

i)　河川の流心(StreamCenter)が移動し､取水が容易にできないポンプ場(大

規模な河川工事が必要となる)

ii)　取水口･ポンプ場が洪水によって流されているポンプ場
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Nam e of irrigation project
unit
Boalm ari Block 1- LLP Shaldanga Block- 3LLP

Block-4LLP Block-S LLP Block-6LLP

N am e of circle
Thakurgaon Q& M Thakurgaon O& M Thakurgaon O & M Thakurgaon O& M Thakurgaon O & M
Circ le, B W DB , C iide, BW DB, Circle, BW DB, C ircle, BW DB, Circle, BW DB,
Thakurgaon Thakureaon Thakureaon Thakurgaon Thakureaon

N am e of division
Panchagarti O & M Panchagarh O &M D inajpur O& M D inajpur O & M Dinajpur O& M
Division, BW DB, Division, BW DB, D ivision, BW D B, Division, B W DB, Division, BW D B,
Panchaeaih Panchaearh D inajpur Dinajpur D inaj pur

Location w ith Upazila Upazila D ebigonj , U pazila Debigonj , Upazila D ebigonj , Upazila Debigonj , U pazila D ebigonj,
& D istrict D isti. Panchaearh D isti. Panchacarh Disti. Panchaearh D isti. Dinajpur Disti. Dinajpur

�" Irrigation are a ha 680 1,012 1,012 526 526
N am e of river of Intake w ater K ro toya K rotoya A tra i Atrai Atrai

�" Num ber of pum ps unit 8 16 16 s 8
I  -Lnscnanw/unc
�">.

m /min 6.78 6.78 6.78 6. 78 6. 78
�" -D iam eter of Pum p m m 250 250 250 250 250
�" -Pum ping Lift m 10 10 10 10 10
�" -M otor O utput Kw 18 18 18 18 18
�"Pow er source Electric Power Electric Power Electric Pow er Electric Pow er Electric Pow er
I Intake w ater volum e m /see 0.542 1.085 1.085 0.542 0.542
1 Line canal length Km 7.2 12.8 1 3.6 8.2 5.2

第二次スクリーニングとしては

i）　　大きな河川工事を伴わずリハビリ経費が効率的であること

ii）　稗益農民が多いこと

iii）　維持管理組織が機能していること、

iv）　農民の濯漑意欲が高いこと

などを理由に以下の5地区を選定し、その施設内容は下表の通りである。

リハビリ優先藩漑地区の施設内用

2）リハビリ計画の内容

上記の5箇所の潅漑プロジェクトの施設には以下のような問題が生じている。

i）　取水口が取水口が堆砂でふさがれ、取水が困難

ii）　ホンプ、モーター、が老朽化・破損、しているためポンプ運転が困難

iii）　サクションパイプとデリバリーパイプの破損によりポンプ運転が困難

iv）　変圧器が焼け付き機能していない

Ⅴ）　水路施設の一部が破損或いは老朽化し漏水が生じている

vi）　ポンプハウスの老朽化、管理に危険な狭いポンプ室

尚ブロック4では、河川の流心が、取水口より離れた位置にあるので、導流提（蛇籠糧）

などの設置により流心の移動が必要になる。5箇所の潅漑プロジェクトの内容は下表のよう

にまとめられる。尚リハビリに当たっては以下のような点において配慮なされなければな

らない。

カ　ホンプ場の単なるリハビリではなく「改良・刷新」を図る
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ii)現在のポンプは小口径を多数セットしているが､最適台数を取水口構造と

合わせて改善する

iii)ポンプ場の安定は洪水に対処できる堅牢な護岸の計画する

3)実施機関

本プロジェクト実施機関はMinistry Water Resource :BWDBであり､プロジェクト完了後

管理はBWDBの支局であるDinajpur 0/M officeとPanchagarh 0/M Officeである｡

4)維持管理と組織

ポンプ場､水路ネットの維持管理､水管理はWater User s Associationが主となって行

い､ Water User s Association　にとって技術的に難しいポンプ器機の点検､修理や運転

管理はBWDBの管理支局が行うものとする｡また施設管理に必要とされる電気代､施設管理

に必要な諸経費は水を利用する農民から水代として徴収される｡尚､ Water User

Associationが行う主な管理業務は以下の通りである｡

i)　　取水口の土砂堆積管理

ii)　Userの要請に応じたポンプ運転管理

i)　　水路の分水､配水管理

ii)　水路の維持管理(水路掃除､土砂排除)

5)基本設計調査内容

本Project　の改修･リハビリの実施のためには以下のような調査が必要である｡

河川洪水量の調査

港概必要量の調査(栽培作物調査を含む)

取水施設､ポンプ施設のInventory survey

稗益農家の経済事情と地域経済効果

ポンプ場揚水方法の検討とポンプ選定

電気供給設備の調査

Canal Network施設の調査

維持管理機材の選定

維持管理組織の有無と体制確立

批素汚染と水質･環境調査

改修に伴う測量､地質調査

基本設計に係る設計と積算
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3.3　総合所見

｢バ国｣は洪水やサイクロンの発生する天候不順の年には米でさえ自給が不安定となる生

産状態に陥る｡当該国にとっては農産物の安定生産は依然として最重要点課題である｡農

業への就業人口が多く､またその多くが小規模農家であり､テナント農民(土地なし農民)

である｡農業の生産性を上げるには港概により適正は肥培管理による生産性の向上､そし

て澄渡による土地利用効率をあげて生産を上げることである｡そのためには乾期､或いは

雨期との端境期に効率的に港概を行い､土地利用率を200%以上目指すことが重要な課題で

ある｡

本件調査対象地域である北西部は､雨期の冠水被害が少なく､雨期の米作､乾期は港概さ

えすれば､野菜や芋､タバコなど多様な畑作の耕作が可能な農業地帯である｡ ｢バ国｣は1960

年代から西部地域で河川水を利用したLLP Schemeによる港概計画を実施きている｡しかし

ながら､これらの施設は全体的的に老朽化してきている｡ホンプ施設は一部破損や部品が

消失している｡しかし､現在ではこれらの部品の補給が不可能となっている｡取水口は土

砂が堆積してポンプのサクションパイプが充分機能していない｡また幹線水路の漏水など

が原因で港概施設が機能停止状態にある｡

このような施設のリハビリを図ることは､既存の水路ネットワークを生かし,澄渡用水を

配水することができ､リハビリ後の維持管理も現在組織されているWater User's

Associationに引き継ぐことができる｡港概施設のリハビリは乾期の耕作を可能にし､地域

の農業生産を拡大し､農民の収入改善､テナント農民の雇用機会を創出することが期待で

きる｡

リハビリ計画は一度にすべての港漉地区の改善は無理であるため､リハビリ効果が高く､

稗益農民が多い地区を5地区選びこれをモデル的に行うことを提案する｡次にフェーズ分

けを行い､優先順位に残りのリハビリを行うことが妥当と判断される｡また､第-フェー

ズでは､将来に向けたリハビリの手順やリハビリ計画･実施の技術､さらには維持管理の

マニュアルを作成することが提案できる｡このマニュアルはBWDBによる港概復旧･リハビ

リに役立ち､ Water User s Associationが行う水管理､維持管理に役立つものであり､

さらには全国に広がるポンプ港概地区へも利用できるものとすることが重要である｡
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添付資料

1.調査日程･内容

日　程　　　　　　　　　　　　　　　　行　程　及　び調　査　内　容　　　　　　　　　　宿泊地

平成15年

2月23日　　(日) :成田/Bangkok移動日 Bangkok

2月24日　(月) : Bangkok/Dhaka移動､ BWDBと調査日程協議､ LLP Schemeの現状をHearing Dhaka

2月25日　(火) :現地調査:Bogra地区のポンプ港叔調査(Dhaka-Dinajpur移動　　　　　　　Dinajpur

2月26日　(水) :現地調査:Dinajpur地区のポンプ､取水堰､水路を調査　　　　　　　　　　Dinajpur

2月27日　(木) :現地調査: Panchagarh､ Thakurgaon各地区のポンプ､取水堰､水路を調査　　Dinajpur

2月28日　(金) :現地調査: Gaibmdha地区のポンプ､取水堰､水路を調査(Dinajpur-Dhaka移動) Dhaka

3月1日　　(土) :資料収集･分析､ BWDBとProject Formulationの協議

3月2日　　(日) :日本大使館､〃ICA表敬及び調査結果の報告

3月3日　　(月) : BWDB調査報告及び協議

3月4日　　(火) : LGED表敬､ RDEC表敬-･意見交換､ Dhaka/Bangkok移動

3月5日　　(水　　　Bangkok/成田　移動日

Dhaka

D haka

Dhaka

Flight

帰国

2.収集資料

1. Year Book of Agriculture statistics of Bangladesh -1999

Bangladesh Bureau of Statistics

2. Census of Agriculture -1996: 500 Taka (Structure of Agriculture holding & Live stock and

population): Bangladesh Bureau of Statistics

3. The Ftfth F ve Year Plan -1997-2002

Planning Commission: Ministry of Planning

4. 2000 Statistical Yearbook of Bangladesh

Bangladesh Bureau of Statistics

5. Northern Zone Map: 1/50,000 -1991 (Inventory of water Development system)

BWDB(UNDP)

6. Map of Bangladesh (1:l,500,OC氾)

7. Pocket book of Pocketbook Bangladesh -2000

Bangladesh Bureau of Statisti塔
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3.業務従事者経歴

氏　　　名

生年月日

現　住　所

専門技術

進藤澄雄(Sumio SHINDO)

昭和18年9月30日(59才)

東京都町田市相原369 (Tel.0427-73-0553)

農業土木(農業開発/港概計画)

経歴

1966年:東京農業大学卒業:内外エンジニアリング㈱設計部入社

(国内業務に従事)

1981年:内外エンジニアリング㈱　海外事業部課長　(海外業務に従事)

1996年:取締役海外事業本部長

2000年:進藤コンサルティングエンジニアオフィス設立

2002年:有限会社　進藤コンサルティングエンジニアオフィスを設立　代表取締役

2003年:㈱パシフィックコンサルタントインターナショナル　嘱託

資　格:技術士(農業部門) : APECEngineer (Civil and Structural Engineering)

海外業務経歴(18カ国20件)

昭和55年:インドネシア､リアム･カナン澄渡排水整備計画(D/D)

昭和58年･.エジプト､北ホセイニア･ボートサイト南部農業開発計画

昭和56年:ベル-､チャンカイワラル港漉復旧計画調査

昭和62年:ベル-､野菜生産技術センターモデルインフラ整備事業計画

昭和63年:パラグアイ､ラ･コルメナ農村総合整備計画

平成01年:パラグアイ､ラ･コルメナ農村総合整備計画基本設計

平成03年:ブルキナファソ､ボルタ川上流域農業農村開発計画

平成04年:コートジボアール･ヌジ川農村総合整備計画S/W環境評価

平成05年:エクアドル､パパジヤクタ養殖研究センター基本設計

平成07年:フィリピン国｢パンガシナン･インファンタ農業用水整備計画

平成09年:チリ国､マポチョ川流域農業用水整備計画

平成11年:東チモール､緊急インフラ施設復興計画調査

平成12年:コロンビア､アリアリ川流域農業開発計画実施設計

平成13年:スロヴァキア国､ザ-ホラスカ低地持続的農業開発支援調査
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4.面会者リスト

List of Person Met During the Project Finding Survey

Embassy of Japan in Bangladesh

Mr.Takaharu Kakinuma

JICA

Mr.Hajime Nabeya

Second Secretary

Economic and Development Cooperation

Deputy Resident Representative

Local Government Engineering Department (LGED)

Mr.Yoshitaka Kamigatakuchi Rural Infrastructure Development Adviser

JICA Expert

Md.Wahidur Rahman Superintending Engineer

Rural Development Engineering Center (RDEC)

Mr. Kanezo Takeuchi

Mr.Oshima Takao

Ministry of water Resources

MD.Sayef Uddon

Bangladesh Water Development Board
Muhammad Moinul Husan

Engr.Md.Liaquat AI Faruque

Dinajpur O & M Division of BWDB

Md.Golam Sarwar

JICA Expert/ Chief Adviser

Coordinator

Secretary -m- Charge

General Director -BWDB

Director Planning -I, BWDB

Executive Engineer Dmajpur O&M Division

Design Planning & Management Consultants LTD

Mr. M.A. Sobhan Managing Director

Mr. Mesbahudd in Ahmed Water Resources Specialist,偲xecutive
Director,作brmer Chairman, BWDB

WHIP, Bangladesh Parliament

MD.A1-Haj Jahed Ali Chowdhury.M.P. Bangladesh Parliament

Superintending Engineer

Mr.Rafgel Qvadur

Obayashi Corporation

Mr.Kiyoshi Tsuji

Environmental engineering Corporation

Mr. Kemchro Sugiura

Nascent Knitwears (PVT.) LTD.

Elias Siddiquee

Bogra O&M Circle ,BWDB,

Representative Dhaka Office

Senior Hydraulic /Pump Engineer

Chairman
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Embassy of Japan in Bangladesh

JICA Bangladesh Office

LGED

RDEC

Ministry of water Resources

BWDB in Dhaka

Dmajpur O & M Division

DPM (BWDB)

Office Dhaka

Bogra O&M Circle office

Dhaka Office

Dhaka Office

Dakha Office



5. Term of Reference (Draft)

Term of Reference

For

Improvement of irrigation facilities of 5 blocks in

Dunajpur and Panchagar

(Draft)

Man血2003

Executing Agency: Bangladesh Water Development Board (BWDB)

Ministry of Water Resource

People s Republic of Bangladesh
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Project Digest

1. Project Title: Improvement of Irrigation Facilities of Five Block in the Dinajpur and Panchagarh

2. Location: Distributed places within Irrigation Areas in Dinajpur and Panchagarh Region

3. Executing Agency: Bangladesh Water Development Board (BWDB)

4. Objectives:

(1)　Improvement of the Rate of Land Use: The rate of land use is to be improved by

effective and stable use of river water in the drought period through improvement of

pump and intake facilities and main channels.

(2)　Improvement of the Living Standards of Small-scale and Poor Farmers: The living

standards of small-scale and poor farmers are to be improved by an increase of

agricultural production in the region through expansion of land productivity, being

realized diversification of agriculture through restoration of irrigation farming.

(3)　Stabilization of the Self-sufficiency of Bangladesh: The self-sufficiency of Bangladesh

is to be stabilized by materialize three crops a year in combination with rice, wheat

and vegetables.

(4)　Acceleration of the Job Opportunities to Farming: The job opportunities to farming are

to be accelerated through an expansion of land use in the drought period by an

effective use of nver water.

(5)　Improvement of Environmental Conditions: The environmental conditions on health,

living and production are to be improved through an effective use of river water

reduces the use of groundwater polluted by arsenic.

5. Project Description: In Bangladesh, agricultural production fulfills an important role on a living for

local people. The Northwestern region does not have much damage caused by inundation flooding

in the country, and it has a potential for diversification farming. In this region, there were carried

out many irrigation projects by pumping up from small and medium rivers since 1960s Pakistan

regime. These irrigation projects are named "Low Lift Pump Scheme"(LLPS). Presently, the

Bangladesh Water Development Board (BWDB) carries out operation and maintenance for those

facilities.

However, due to be unutilized these irrigation facilities, the irrigated land is decreased recently. In

particular it is increased to abandon the farming in the drought period. Accordingly, the decrease in

income produces serious problem among farmers owing to reduction of agricultural production in

this region.
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As mam reasons of reducing use of irrigation facilities are:

(1)　Due to the flood in 1998, the water-intake was clogged by sedimentation of riverbed

sand and the stream of centerline of rivers was separated from the water-intak.

Therefore, it is difficult to intake stable and sufficient water.

(2)

(3)

The pump facilities constructed from 1960s were stopped and/or dropped of those

functions caused by deterioration and damages.

Owing to damage and water leakage of main channel, i汀igation water was not

distributed to terminal canal as planned.

From the above circumstances, some fanners practice irrigation fanning using their wells, as

substitute, but its cost is comparatively high from 2 times to 3 times. Furthermore, groundwater is

polluted by arsenic depending on different localities. In the aspect of health environment, the

Government of Bangladesh aims to effective use of river water from groundwater. However, it

seems that it tends an alienation from this policy.

Under these circumstances, BWDB, which carries out operation and maintenance for irrigation

facilities, would be selected 5 irrigation projects (Irrigation area: 3,760 hectares) as emergency

plan in order to rehabilitate and improve those facilities as model. Simultaneously, a manual of

rehabilitation and improvement will be prepared. As future plan, the manual will put to practical

use for rehabilitation plan and operation and maintenance of pump-irrigation facilities using river

water, which is carried out throughout the country.

6. Total Amount Proposed: US$6,979,000

7. Related to Project Aids: No relation between this request for procurement through Grant Aid and

any other aids from another donating countries.
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TERMS OF REFERENCE

Improvement of Irrigation Facilities of five Blocks in Dinaj pur and Panchagarh

1. Background and Supporting Information

1.1 Physical Condition

The flat plain area of Bangladesh is divided into 4 divisions as follows:

1) The Northwestern region (Rajishahi Division)

2) The Southwestern region (Khulna Division)

3) The Central region (Dhaka Division)

4) The Eastern region (Chittagong Division)

The Study area is located at the Northwestern region. The climate is typical sub-tropical

monsoon climate with high humidity and frequent rainbll. Yearly season is divided into three

seasons: rainy, drizzle and drought.

There is a great difference of rain払11 seasonally, and also differ from the region to another. In

the Northwestern region, rainfall in the drought period is scarcely and dries. The temperature is

down to around minus 5 degree of Centigrade. Area, which has no irrigation, becomes

impossible to farming practices, especially, transplanting in paddy field. Due to unstable rainfall

in the drizzle period, it suffers damage to agricultural production. This damage causes by stand

decayed owing to scarcely rainfall.

Consequently, fanning in the drought period in the Northwestern region cannot practice without

irrigation. The climate condition in Dinajpur as the project site is shown as the following table.

Climate Condition (Duiuypur):1999

Item un it JA N F E B M A R A P R M A Y JU N JU L A u ° SE P 0 C T N 0 V D E C T o tal

R a h 血lI m m 0 .0 0.0 0 .0 68 .0 37 6.0 28 3.0 4 03 .0 58 7.0 5 89 .0 23 4 .0 5 .0 0■0 2 ,545 .

T em pe ra ture (m im m um ) ℃ 10 .5 14.9 17 .8 23 .4 23 .8 2 6.2 26 .2 25 .8 2 5 .2 2 3 .4 17 .6 13 .3 20 .

T em pera )叫 M a泊れtm ) ℃ 23 .9 30 .4 32 .9 33 .5 3 1.9 3 3.1 3 1◆8 3 1.2 3 1 .0 3 0.9 29 .6 26 .5 30●

T em pera tu re fA verage) ℃ 17 .2 22 .6 5 2 5.35 28 .45 27 .8 5 29 .6 5 29 28 .5 2 8 .1 27 .15 23 .6 19 .9 25■

H um id ity % 78 7 2 58 70 80 8 4 90 90 90 8 7 8 0 78 79 .

Source : Statistical Yearbook of Bangladesh :2000

1.1 Agricultural Economy

The territory of Bangladesh extends over 14,486,000 sq. kilometers and the total population is

about 123.15 million inhabitants (2001). Due to being frequently occurrence of flood and

Cyclone as natural disaster, GNP per capita is indicated US$400 and below as extremely low. In

particular agricultural production fulfills an important role to the local economy and living of

the people. Although the total production amount of food crops reaches 20 million tons since

1996, the self-sufficiency remains at 90% due to weak infrastructure of production to natural
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disaster.

In view with the GDP ratio to the industrial structure, agriculture accounts for the biggest share.

However, its share falls to 31% in 2000. In the coming economic policies, increase in

agricultural production by improve agricultural infrastructure and promotion of related industry

of agriculture is one of the policies with over-riding priority.

Sectoral Share of Gross Domestic Products of Bangladesh at Constant Prices
S ector 1 99 6 19 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 00 20 0 1

A g ricultu re 3 2 .2 4 3 2 .4 1 3 1.5 8 3 1.5 5 3 2 .16 3 1 .7 5

In d ustry l l .3 4 l l .0 9 l l.4 9 l l.2 5 l l.0 5 l l .3 0

C on stru ctio n 6 .2 5 6 .1 9 6 .2 7 6 .3 4 6 .3 0 6 .3 2

P ow er, G as, W ater, sa nita 1 .9 4 1 .8 6 1 .8 2 1.7 9 1.7 7 1 .8 3

1 ra nsp ort, C o m m u m catio 1 2 .1 2 12 .19 1 2 .3 3 1 2 .4 0 1 2 .3 1 1 2 .3 2

O th ers 3 6 .l l 36 .26 3 6 .5 1 3 6 .6 7 3 6 .4 1 36 .4 8

T o tal 1 00 .0 0 10 0 .0 U 1 U 0 .U U 1 0 0 .0 0 1 0 0 .0 0 10 0 .00

S o urce : S tatistical Y earb o o k o f B an g la desh :2 0 0 0

1.3　Present Condition of Agriculture

In Bangladesh, agriculture sector occupies 62% (360,000 persons) of a total working population

and 31.7% of GDP according to the statistics 2001. The total land area is 14,480,00 hectares and

is classified as cultivated land (8,135 thousand ha, 56% of the total land, excluding a fallow

field and grassland), forestland (2,180 thousand ha, 15% of the total land) and others (4,220

thousand ha). A person who engages in agriculture is 36,217 thousand and farmland per person

is 0.23 hectares. Over 60% of person who engages in agriculture is small-scale farmer and they

have only less than 0.23 hectares. It is considered that population increase in the future will

bring to the subdivision of farmland, namely, increase of small-scale farm management.

Nu血r and Area of Farm Holdings & Thd Parentage : 1996
(A rea and Fa nn er t ho usan d )

S iz e o f fa rm area
N um b e r o f

F a rm
% o f farm s A rea o f fa rm s

% o f to tal ｣

area

A v era g e fa rm s iz e

A cre ha A c re h a A c re h a

S m a ll F arm ho ld in g s 0 .05 - 2 .5 0 .0 2 - 1 ◆0 1 9 ,4 2 3 7 9 .87 8 ,2 19 3 ,3 2 6 4 1 .1 8 0 .8 7 0 .35

M ed ium F arm ho ld in 2 .5 - 7 .5 1 .0 1 - 3 .0 3 2 ,0 7 8 1 7 .6 1 8 ,2 8 2 3 ,3 5 2 4 1 .5 0 3 .9 9 1 .6 1

L a rg e F arm ho ld in g s 7 .5 -2 5 .0 3 .0 3 - 10 .l l ●; 2 .5 2 3 ,4 5 6 1 3 9 9 17 .3 2 l l .6 1 4 ●7

lo tal f a rm H o ld in gs l l,7 ワ8 ■▼● 1リ,ワ) ■′ O ,U / / lU U I.b ソ U .0 8

Source: Statistical Yeartook of Bangladesh:2000

Main agricultural produces in the country are represented by rice, jute and tea. In the

Northwestern region, these crops and diversified farming such as wheat, vegetables, taros and

tobacco are developed. However, due to the damage of irrigation facilities caused by flood and

natural disasters and the decline of working rate by deteriorated facilities, irrigation area is
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reduced. In order to stable and increase of agricultural production in the Northwestern region, to
raise the efficiency rate of land use and the productivity is necessary through rehabilitation and
improvement of existing deteriorated production infrastructure system (irrigation and drainage).

P r o d u c tio n A n d Y ie l d R a t e o f M a j o r A g r ic u ltu r e C r o p s

(T h o u sa n d )

C ro p s
1 ,9 9 0 2 ,0 0 0

A c res h a P ro d u c tio n (to n ) A c re s h a P ro d u c tio n (to n )

R ice 2 5 ,6 8 6 1 0 ,3 9 5 1 7 ,8 5 2 2 6 ,4 6 2 1 0 ,7 0 9 2 3 ,0 6 7

J u te 1 ,4 4 2 5 8 4 9 6 2 U 50 S 4 0 8 7 1 1

S u g arc a n e 4 7 2 1 9 1 7 ,6 8 2 3 2 1 1 7 0 6 ,9 10

T ea 1 18 4 8 10 2 ,7 7 1 1 2 0 4 9 1 1 4 ,6 4 0

P u lse s 17 79 9 7 2 8 5 2 3 r Z 3 T 4 9 8 3 8 4

O ilsee d s 1 ,4 0 7 5 6 9 4 4 8 1 ,0 7 8 4 3 6 4 0 6

S p ice s 3 6 4 1 4 7 3 19 6 2 3 2 5 2 4 0 1

T ob ac c o 9 4 3 8 3 4 8 0 3 2 3 5

M a z e 8 3 3 8 3 4

B a e y 4 6 1 9 1 2 1 7 7 5

v eg eta D le s I ̂ ^ H H I ̂ H B H I Z .5 I I M B ^ IH H H H 4 .4

S o u rc e : S ta tistic al Y e arb o o k o f B a n g la d es h :2 0 0 0

1.4 Irrigation andDrainage

At present, irrigation area in Bangladesh extends over 4,180 thousand hectares which

corresponds to 52% of rain-fed irrigation area of 8,130 thousand hectares. Out of this irrigation

area, small-scale irrigation with tube well increased to 2,950 thousand hectares in 2000 from

1,360 thousand hectares in the 1970s. Besides, LLP Scheme irrigation projects using river water
are carried out. This is due to be transferred to irrigation farming with stable water resources

from farming relied on monsoon(rain-fed agriculture). But a lot of problem on the damage of

irrigation facilities suffered by flood and an escalation of the cost of fuel for small-scale

pump-irrigation is existed. The pump-irrigation facilities in the Northwestern region are used

river water and those facilities were constructed from the 1960s. However, there are many

Droiects beins stODDed DumDODeration owine to make deterioration of the facilities.

A r e a  Ir r ig a t e d  U n d e r  D if f e r e n t  C r o p s
(T h o u s a n d )

Y e a r 1 9 9 1 1 9 9 6 2 0 0 0

C  ro p A c r e h a A c r e h a A c re h a

R ic e 6 ,6 8 2 2 ,7 0 4 7 ,2 6 6 2 ,9 4 1 8 ,4 8 7 3 ,4 3 5

w h e a t 6 4 2 2 6 0 7 4 1 3 0 0 8 9 6 3 6 3
O ils e e d s 3 1 1 3 4 7 1 9 7 9 3 2
P o ta to 1 9 7 8 0 2 4 8 1 0 0 3 1 8 1 2 9
V e g e ta b le 1 9 0 7 7 2 1 8 8 8 2 7 1 1 1 0
O th e rs 2 3 7 9 6 2 5 8 1 0 4 2 9 4 1 1 9
T o ta l 7 ,9 7 9 3 ,2 2 9 8 ,7 7 8 3 ,5 5 2 1 0 ,3 4 5 4 4 8 7

S o u rc e :  S ta tis tic a l  Y ea rb o o k  o f  B a n g la d e sh :2 0 0 0  5



In the increase of irrigation fanning by groundwater use, serious problems on groundwater
polluted by arsenic are occurred in some areas. The Government of Bangladesh aims to use
irrigation water from groundwater to river water and makes an important problem to be
rehabilitated pump-irrigation lifting from river. Besides, from cope with a limitation to

groundwater use, the Government makes an emergency problem to be raised utilization of river
water by improve the LLP Scheme in the Northwestern area.

A r e a Irr ig a t e d B y M e t h o d s

(T h o u san d)

Y ea r 1 9 9 1 1 9 9 6 2 0 0 0

C ro p A cre h a A c re h a A c re h a

P o w e r 1 ,6 9 2 6 8 5 1 ,6 7 4 6 7 7 1 ,8 3 3 7 4 2

T u b e w ells 4 ,8 9 7 1 ,9 8 2 5 ,8 2 2 2 ,3 5 6 7 ,3 0 2 2 ,9 5 5

C a n a ls 4 2 1 1 7 0 3 7 7 1 5 3 4 2 6 1 7 2

T ra d itio n a l 1 ,9 6 8 7 9 6 9 0 3 3 6 5 7 8 4 3 1 7

T o ta l 8 ,9 7 8 3 ,6 3 3 8 ,7 7 6 3 ,5 5 2 1 0 ,3 4 5 4 ,1 8 7

V oa rh n n t rvf R in rvlirf o h 'X W l

1.5 Basic Survey

Fromthe above-mentioned on irrigation farming environments, BWDBhad been carried out the

basic survey concerning rehabilitation plan of the LLP Scheme in the western area, over a

period of two years from 2002 to 2002. As a result of the survey, the irrigation projects are

selected. Then water level of rivers, topographic survey and soil investigation in the selected

project areas (Block 4) were carried out. Moreover, the contents study on improvement of

existing facilities and method of intake water are also examined.

The survey was carried out collaborating with an expert who is dispatched by JICA to technical

cooperation. Therefore, the study in future can be carried out based on the basic data and

material obtained from the basic survey.

2. Project outline

The Project site in the Northwestern region lies between the Jamura River and the Padoma

River in the Rajshahi Division. This area forms delta, which is situated at relatively highland

(altitude: 40-50 m.) in the country. Rainfall in the area is a little (1,500-2,500 mm.) compared

with the Southern region. Moreover, rainfall in the drought period is extremely little.

Consequently, agriculture in the area suffers damage from a drought frequently. Spring rice

farming is unable to plant without irrigation. Vegetables and wheat cultivations are also

damaged by a drought. In view of such physical condition, in order to use river water from the

1960s, pump-irrigation projects have been carried out.
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These projects are named as "LLP Scheme" (Low Lift Pump). In 9Zila of the Northwestern

region, 95 projects of LLP Scheme (mixed with small and large-scale projects) were carried out.

Irrigation water, which is pumped up from river, is irrigated by gravity system and conveys to

paddy field through irrigation channel. These projects started from Pakistan regime. After

independence, the Bangladesh Water Development Board belong to the Ministry of Water

Source take the responsibility for operation and maintenance of LLP Scheme projects as an

executing agency.

However, these facilities were constructed in the 1960s and those working rate is rapidly
decreased due to make progress a deterioration of pump facilities. It causes by an increase of the
damage (exhaustion) of transformer and pump, and exhaustion of pump's spare parts.
Furthermore, by a flood in 1998, the facilities encounter an obstacle to pump drive caused by
deposit sand at the water-intake and the stream centerline migrates to distance place from
suction by a fluctuation of riverbed.

From these facilities' environments, farmland without irrigation is increased recently. It

produces a great unfavorable condition for agricultural production and economyin this region.

Although some farmers use groundwater by lift pump, the operation cost of pump makes the

burden too heavy for them. Therefore, abandon of spring farming is expanded. On the other

hand, concerning groundwater use, BWDBput emphasis on expansion of river water use owing

to a problem of arsenic, which impedes health environment in Bangladesh.

3. Rehabilitation Plan

3.1 Target Project

At 9Zila (Region) in the Northwestern region (Rajshahi Division), 98 irrigation projects with
low lift pump was constructed under the LLP Scheme. Irrigation area of each project is set up
various scales ranging from 100 hectares to 1,000 hectares. From the 1990s management
including property for small-scale pump station of the project was transferred to a Water

Management Association. Therefore, pump stations transferred to the Water Management
Association is excluded from the rehabilitation plan of this project. The project will be selected
priority area under the condition of selection from existing projects of 54.

i. To be able to get stable intake water without large river works
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ii. To be many benefited farmers

iii. To function operation and maintenance organization

iv. To have highly motivation of farmer to irrigation

The following 5 projects will be selected considering the above reasons.

Irrigation Facilities of Target Rehabilitation Project
rf irrigation

. unit
roi ect

Nameof irrigation Boalmari Block 1-
L LP

Shaldanga Block-
3LLP

Block-4LLP I Block-5 LLP I Block-6LLP

N ameof circle
Thakurgaon O&M

Circle, BWDB,
T hakurgaon

Thakurgaon O&M
Circle, BWDB,

T hakurgaon

Thakurgaon O&M
Circle, BWDB,

T hakurgaon

Thakurgaon O&M
Circle, BWDB,

T hakurgaon

Thakurgaon O&M
Circle, BWDB,

Thakurgaon

N ameofdivision
Panchagarh O&M
Division, BWDB,

P anchagarh

Panchagarh O&M
Division, BWDB,

P anchagarh

DinajpurO&M
Division, BWDB,

D inajpur

Dinajpur O&M
Division, BWDB,

D inaipur

DinajpurO&M
Division, BWDB,

DinaiDur
Location with Upazila I

& District I
Upazila Debigonj ,
D isti. Panchagarh

Upazila Debigonj,
D isti. Panchagarh

Upazila Debigonj,
D isti. Panchagarh

Upazila Debigonj,
D isti. Dinajpur

Upazila Debigonj ,
Disti. DinaiDur

Irrigation area ha 6 80 1 ,012 1 ,012 5 26 526

Nameof river of Intake
water

Krotoya | Krotoya | Atrai | Atrai | Atrai

Numberof Dumps
unit

1 6 16m3/min

-Diameter of Pum

6 .78 6 .78 6 .78 6 .78 6.78

mm
2 50 2 50 2 50 2 50 250

-PumDine Lift m 10 1 0 1 0 1 0 10

-MotorOutout Kw 1 8 1 8 1 8 1 8 18

Powersource I I ElectricPower I ElectricPower I ElectricPower I ElectricPower I ElectricPower
Intake water volume

m3/sec
0 .542 1 .085 1 .085 0 .542 0.542

Line canal len Km 7 .2 1 2.8 1 3.6 8 .2 5.2

3.2 Contents of Rehabilitation

For the facilities of 5 rehabilitation projects which are given a priority, there are generated the
following problems.

Difficulty of intake water caused by clogging with deposit sand to the water-intake.

i. Difficulty of pump operation due to deteriorate and damage the pump and motor
ii. Difficulty of pump operation caused by damage of suction pipe and delivery pipe
iii. No function of transformer caused by baking
iv. Water leakage by deterioration of channel

In the Block 4, due to the stream centerline is situated to distance place from the water-intake,
migration of stream centerline by set up the training levee is needed. Contents of 5 irrigation

projects are compiled as the following table.
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Fu ncti o n C o n d itio n of T a r g e t Reha b ilit a tio n Prject

N am e o f irrge tio nproject
C o nd ilio ll

8 0 alm ad B lo ck l－　LL P S h aldan伊 B lo ck－　3L l．P
B lo ck－4L L P B lo ck－5L L P B loc k－6L L P

Intaとew ater w o rk
C o n ditio n o f h tak e

lJS edlm en tatlO l】 lp ed lm 用tat10 11 1 p ed lm Cmtat10 n lJS ed lm e nb b o n 1）ゝed lm enta l10 n

aTO u nd slId io n p lpちam un d su d io n p lpち aro un d sllCtio n p IPe，a爪）und suc tion p lp e，am un d suc tion p】pe，

2）D estn lCd o n／disap 2）D estru Ctio n佃isap 2）D estm ctio n〟i姐p 2）D estrucIio n〟isap 2）D estm d io lV d isa p

W O rk p ean ng o f 3 p u m p 匹an n g Of 3 p u m p pe an喝 Of 3 p um p p ea n n g o f 3 p um p p can ng o f 3 pu m p

Su Ctio n，3）M ted Su Ctio n，4）m sted Su Ctio n，4）m sted Su Clio n，4）m sted Su Clio n，4）M led

plt¶nTヽ tl rI rヽ¶ p川m n tltrI；nll p H汀川l“lr Ii′ヽn ●　－…　　　　 … plttVH1 1日↓「†rnTl

P u m p and m oto r

eq u lp m e Ilb

O p eTa ble P u m p：　h ni暮1
0 3 0 0 2

N 鵬 SSa叩 rep alr O r

rep laαm m tp u m p：

／tm iIl

8 13 1 6 8 6

C o n lro lp an el

O p erab le P u m p：　ru nh l
0 3 0 0 2

N ece∬aけ 托paⅣOr

rep lacem en tp u m p：

　run itl

8 13 1 6 8 6

T m n Sfo m er

O p em b le P u m p：　ru mitl
l 1

N ecessaけ代palr O r

r叩lacem en tp u n p ：

　run itl

2 1 2 2 1

P u m p h ou se
N ec es飽けOf N ecessaけOf N ecess礼け Of N e ce∬ary Of N ecessaけOf

r印血（110 m 2） 托pairr18 0 m 21 r印airf18 0 m 3） rep airrl lO m Z） rep aiれ 10m 2）

Ca lld w o rk

liIld can al 7．2 12．8 13．6 6．5 5．2

C an al co nd itio n

1ノSed lm e n ta tlO n， 1座ed lm en ta tlOn ， lJSe dlm en tatlO n l）se d lm en ta tlOn 1ノ8e d lm en ta tlO n
2）B rok e山le a k a ge 2）B rok e山le a k ag e 2）B rok en几ea k a ge 2）B r ok e山le a k a ge 2）B rok e〟le a k a ge

O f a p a rt of O f a p a rL of O f a p aれ Of Of a p a rt o f O r a p a rt Of

【9－191√1∩％1 〔虫Tla l〔1∩鴨1 ・●■　　●11 … ■　　●・・ ハう▼ヽ91（1nt払1

R elaled stn lClures

（div isio IIW O rk，

aq ued uc t，Cu lve鴫

Sip ho n，R o ad slab）

N o．of slructurcs 14 1 2 10 2 10 1 10 1 10

S truc ture c on d itio n
N O Ce∬ary O f N ece∬ary O f N e cessaけ Or N ec essaけOf N eCeSSary O f

rep air（40％） r叩air（40％） rep air（40％） rep air（40％） repa ir（40％）

Besides, the following points should be considered for rehabilitation.

i. To make improvement and renovation of pump station, not only simple rehabilitation
ii. To select in combination with suitable pump unit and water-intake structure though

existing pumps are set a lot of small-bore
iii. To plan strong revetment to cope with flood in order to stable pump station

3.3 Operation and Maintenance and its Organization

The Water Management Association will mainly carry out operation and maintenance of pump
station and canal network and water control. Inspection and repair of pump equipment and

operation management, which is difficult to manage by the Water ManagementAssociation, will
conduct by the administrative branch office of BWDB. The costs to be needed to manage the
facilities such as electricity and other expenses are collected from farmer, who uses irrigation

water, as water charge.
Main managementto the facilities by the Water ManagementAssociation is as follows:
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i. Managementof deposit sand and sedimentation at the water-intake
ii. Management of pump operation corresponds to water user's request
iii. Management of water diversion and distribution of the channel
iv. Operation and maintenance of the channel (canal cleaning and sand removal)

The organization chart of the Water Management Association which function effectively is

shownin the Annex I.

3.4 External and GovernmentInput

(1) External input

The Japanese Governmentis expected to necessary cost toward the procurement of the
following components of the Project.

List of the Required Components of the Project

List of Description

1. Intake structures
(Suction Tank ( Concrete), Foundation Pile,
Training levee, Block protection dike)

2.Pump equipments
(Suction Pipe, Pump, Motor, Delivery pipe,
Valve and etc.)

3.Operation and control panel
(Driving, Suction, Discharge capacity and etc.)

4. Transformer

5.Lined canal and Related structures
(Repair and Replacement)

6.Pump house

7.Maintemance and operation Equipment

8.Survey ,Design, Supervise and etc.

Total Proposed Commitments:

10

Quantity

5 Pumpstation

(Reconstruction)

56 Unit

(Replacem ent)

56 unit
(Replacem ent)

5 Pumpstation
(Replacement)

1

5 PumpStation
(Reconstruction)

1 lumpsum

1 lumpsum

us$
Total Amount

1 ,250,000

1 ,375 ,000

732,600

550,000

1 ,666,000

593,000

83 ,000

730,000

6,979,600



(2) Government Input
The Bangladesh Governmentshall provide necessary cost for custom clearance and inland
Transportation.

3.5 Benefit, Effect of the Project

(1) Irrigation area and Population that will benefit directly from the Project.

i. Benefiting area: 3,756ha of 5 block in Dinajpur and Panchagarh

ii. Benefiting Population: 1,894 people cultivating households and approximately 20,000

people
(2) Irrigation area and Population that will benefit indirectly from the Project.

i. Total 20,000ha of LLP scheme and 12,400 households in the northwest part.

(3) Economic effect and social benefit of the Project

i. Economic effect :

-100% increase of intensity cropping increase of agriculture Products (rice, wheat,
vegetables and etc.) in every year

ii. Social Effect:
-Improvement of poverty by food production increase

-Creation of employment

-Decrease in water use which includes arsenic

Relation with Technical Cooperation

(1) Basic study

Bangladesh Governmentrequests the Basic study to execute the Project and the Basic study will

be conducted by Japan International cooperation Agency from October 2004 to February 2005.

In order to carry out the improvement and rehabilitation of the Project, the following studies are

necessary:
-Study of river flood discharge

-Study of water requirement for irrigation (including the study of farming plants)

-Inventory survey of intake and pump facilities

-Fanning and farm household economystudies in region

-Study of pumping-up method of the pump stations and selection of pump

-Study of electric supply and electrical equipment

-Study of canal network facilities

-Selection of machinery and materials for operation and maintenance
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-Existence of operation and maintenance organization and establishment of its system

-Investigation of water quality, environments and arsenic pollution

-Topographic survey and geological exploration being accompanied with improvement

works

-Design and cost estimation of rehabilitation facilities

(2) Technical Cooperation
Bangladesh Government requests the following technical cooperation.

à"Short-term expert
à"Acceptance of Trainees
à"JOCV

3.7 Followup by the Government

The rehabilitation works of this Project will be carried out under the supervision of the BWDB

by the grant aid of the Japanese government. After completion of the rehabilitation works,

operation and administration of the facilities will be conducted under the BWDB,and the limits

to be managed for these facilities will be guided by the same Board.

3.8 Implementation Schedule

T e n ta t i v e  S c h e d u le  f o r  t h e  G r a n t  A i d

Ite m
20 0 4                  2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

9 1 0 I l l 1 2  1  2 3 4 5 6 7 8 9 10 l l 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l l 12 1 2 3

Basic  Design I    l    l Il lIl lIl lIIIl l蝣IIl lIl l蝣IIl lIl lIl lIIIl lIIIl lIl lIl lIl lIl l蝣IIl l蝣I
~ -w

Cabinet  Meeting Il l蝣IIl lIl lIl lIl lVIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lII
Exchange  of  Notes  (E/N) 蝣IIl lIl lIl lIl lIl l蝣IVIl l蝣IIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lII Il lIl lIl l蝣I蝣IIl lContact  for  ConsultingServices

II Il lIl lIl lIl lIl lIl lIl lVIl lII Il lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lIl l
Det  ailed  Design Il lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl l 蝣IIl l蝣IIl l蝣IIl lIl lIl lIl lII Il lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lII
Preparation  of  Tender
Documents

Il lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lII Il lIl l蝣IIl lIl l蝣IIl lIl lIl lIl lIl lIl lII Il lIl lII
Tendering/Tender
F.va  h  in  t  inn/("!nntract

Il l蝣IIl lIl lIl l蝣I蝣IIl lIl lIl lIl lIl lIl l s Il lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lIl lIl lIl l蝣IIl lIl lI
Procurement  of  Equipment/
fVｻnｫtnirtinTi  WnrW

蝣I蝣I蝣I蝣I蝣I蝣IIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl lIl l
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Annex- 1



ORGANOGRAMOF NEW PERMANENTSET-UP OF BWDB
Annex- H



Arsenic Contamination in Bangladesh

Proportion of tubewells testedshowing＞50ppb arsenic

Annex- Iff

BAY OF BENGAL

Source : 5 1,000 DPHE Field Test KitAnalysis, October 1999
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